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１．検証のきっかけ
車両修繕費削減のため、年間の材料費の大きい物品の集約

を行いました。材料費の大きな物品の中で過剰検修になって

いるものがないか調査するため、車両不具合実績の確認を

行ったところ、メカニカルバルブについて材料費が大きいだけ

でなく、不具合実績もなく、過剰検修になっている可能性が

浮上しました。

２．苦労した点
反復動作試験による検証のため、現車状態を再現すること

を念頭に試験装置の仕様検討を行いました。グループ会社との

打合せでは、空気圧や動作速度などが現車状態を再現して

いるか一つひとつ確認して、仕様確定を行いました。

３．工夫した点
限られた予算・期間の中で、廃車までの動作回数の反復動

作試験、サンプル数の確保できる試験装置の仕様検討が必要

でした。グループ会社との打合せを重ね、試験装置１つあたり

３個のメカニカルバルブを動作させる試験機を２つ連結した

試験装置としました。

４．検証しての感想
現状の車両検修はメーカ推奨期限を参考に決定しています

が、部品の寿命や交換周期はユーザである私たちしか分から

ないことであり、一つひとつ現物の状態や故障状況を確認し、

適切な検修方法を確立してコスト削減に繋げることが今後は

求められていると感じました。

今回は試験装置を開発しての検証、修繕費削減となりました

が、修 繕費の削減は永続的に良い鉄道サービスを提 供する

ために必要な業務であると考えています。今後もそのような

課題が見つかった際は、多様な検証方法を検討して取り組み

たいと思います。

５．今後の展開 
現在、新幹線車両部と博多総合車両所では「車両修繕費削

減ＷＧ」を立ち上げ、さらなる修繕費削減に取り組んでいます。

このような取り組みは、車両のみならず各所で取り組まれてい

ると思いますが、どの部品が修繕費用に大きく寄与しているか、

不具合実績が無いにも関わらず定期取替を続けているものが

ないかといった観点で取り組むことで効果が大きくなると思い

ます。

１．開発のきっかけ
駅の監視カメラはセキュリティ向上のため重要性が高まる一

方、ユーザーが１００％満足する配置とすることはなかなか難し

いのが現状です。そこで、３６０°撮影可能な全方位カメラを用

いれば、広い範囲の駅構内常時監視が実現し、加えて、カメ

ラ台数も削減することができるのではないか、と着目しました。

２．苦労した点
ユーザー要望踏まえ必要と考えられる機能選定、メーカー

選定のためのヒアリングや情報整理に大変時間を要しました。

また、必要とされる検証項目を得るためのカメラ数量と配置

決め、それに伴う想 定コストの算出、といった検 証前 準備

や考察に大変苦労しました。

３．工夫した点
カメラ設備は、機械系統の視点だけでなく、普段使用する

駅ユーザーの使用感、感覚が非常に重要であると考えました。

検証の理由などを駅にはしっかりと説明し、検証後アンケート

にも協力してもらうことで機械視点のデータ情報（映像遅延な

どの検証結果）に加えて、全方位カメラへの率直な意見を多く

集約することができました。

４．完成しての感想
モデル駅において全方位カメラ５台を設置し、半年間検証を

重ねてきました。カメラ映像は非常に鮮明であり映像遅延も

無いことが数値的に確認できました。また、駅ユーザー意見の

集 約により本 導入時に 必 要な 細かな画 面 要 望や取 扱 説 明

の必要性なども確認することができました。自らの着眼した

設備の検証 結果が有効であることを確認することができた

ため、非常に達成感を感じることができました。

５．今後の展開 
今回の検証では、対象とした市販の全方位品カメラの導入

価値を確認するところまで達成できました。本導入に向けては、

既存監視カメラも接続されている “ 機械系統保有の既設遠隔

監視システム（ＲＣシリーズ）” との接続互換性が必要不可欠に

なると考えますので、ＲＣシリーズの対応を期待します。
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成　果　概　要
現状の問題点：Ｎ７００系新幹線のグリーン車の腰掛（写真１）に搭載され、リクライニング復位時に使用する圧縮空気を

制御するメカニカルバルブ（写真２）は、全般検査３回ごとに定期取替を実施していました。しかし、メカニカルバルブ

の故障実績は無く、寿命よりもはるかに短い周期で定期取替を行っている可能性がありました。メカニカルバルブの定期

取替にかかる修繕費（材料費や人件費）は年間４，０００万円を超える費用がかかっていたため、反復動作試験により寿命

の評価を行い、定期取替の周期延伸が可能か検討を始めました。現車を再現した反復動作試験装置（写真３）を製作し、

廃車までの動作回数を試算しての反復動作試験および分解調査などの検証を行い、廃車までの動作回数への耐久性を確認

しました。現在は全般検査３回ごとに行っていた定期取替を廃止し、不具合が発生した場合のみの取替に変更し、年間費

用を４，０００万円超削減しています。

成　果　概　要
現状の問題点：駅の監視カメラはセキュリティ向上のため積極的に配備されている一方、配備後も画角変更や増設要望が多

く発生している設備となります。そこで、３６０°撮影可能な全方位カメラに着目し、現地導入できれば監視カメラ台数を削

減した上でユーザー満足度を満たすことができるのではないか、と考えました。

改善内容、効果（現状と改善策の比較）：全方位カメラの有効性確認においては、モデル駅を選定し、Ａ社・Ｂ社の２社

比較として、性能・価格・使用感の観点から検証を行いました。結果、Ａ社製全方位カメラが現地導入に向いていることが

確認できました。また、研究の付帯成果として全方位カメラと既設監視カメラの違いをまとめることができました。各カメ

ラの強みをいかしたカメラ配置とすることで、効率的な駅監視体制を整えることができると考えます。
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表２：モデル駅の検証結果


